
状 況
○市全域の20地域において実質化した人・農地プランが既に
作成されているため、その枠組みを活用し、人・農地プラン
検討会を基本として地域計画を策定。
・担い手の意向を聞く場として→連携会議
・地域の意見を聞く場として →検討会
２つの会を必要に応じて開催することで地域計画を進める。

⼤垣市 20地区

①取組開始前の状況や課題

〇大垣市地域計画策定キックオフ会議を開催
（令和5年11月27日開催）
参加者 約100名
・各地区の農業委員、
・農地利用最適化推進委員
・地域の農業者、
・ＪＡ各支店、
・市役所等関係機関、
内 容
・地域計画について
・地域計画の進め方について
・目標地図作成の進め方について
・地域計画のスケジュールについて
・関係各機関の役割分担について

令和7年3月末の地域計画の策定・公表に向けて、手法、
スケジュールを説明し、参加者からは意見を頂くなど
積極的な意見交換が行われた。

②取組内容（１）

「地域計画策定に向けた連携体制整備について」

【地域の概要】

〇岐阜県の南西に位置し、西に滋賀県、南に三重県、東に愛知県が近接しています。平成18年3月の合併により飛び地となってお
り、東から、墨俣地域、大垣地域、上石津地域となっている。

○大垣市、墨俣地域は、平野部が多くを占めており、上石津地域は、標高800ｍ前後の山に囲まれた中山間地である。
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左の様式にて人・農地プランに於いて現在
位置付けされている中心経営体 74経営体
に対しアンケート調査を行い、将来の経営
農地に関する今後の意向を記入してもらい、
下の図面を参考に、希望耕作エリアを枠で
囲い図示してもらい提出してもらった。
関係各機関の役割については右表のとおり。

②取組内容（２）

○今後の展開 スケジュール(案）
話合いが行われ、担い手が決まった箇所から目標地図を作成 R5.11 キックオフ会議

〇今後の検討課題 R6.1～3 各地区で連携会議及び検討会の開催
・現況地図の更新 R6.5～9 各地域で目標地図の素案作成
・地域計画を策定するに際しての対象エリア R6.11 各地域の連携会議で地域計画の検討
（農地転用との関係） R6.12 検討会で地域計画案の承認

・地域計画対象エリアの筆の把握 R7.3 地域計画の公告

③今後の展開と課題

「地域計画策定に向けた連携体制整備について」


